
ワークショップにおける議論のテーマ

「人口減少社会の到来、 少子高齢化の進展等を見据えた、 市民の足としての公共交通のあり方について」

行政評価委員会における評価対象の選定理由

これまで札幌市は、 人口増加とそれに伴う市街地の拡大において、 計画的なまちづくりを進めてき

ており、 市民の日常生活の足となる公共交通においても、 交通網の拡大と充実を図ってきました。

しかしながら、 今後は、 札幌市においても人口減少社会の到来と、 少子高齢化の進展により、 公

共交通の利用者数の減少も見込まれます。 このままでは、 公共交通の維持が困難になることも懸念

され、 そうなった場合は、 市民の日常生活に影響が出ることが考えられます。

また、 札幌市が目指している環境負荷の低減の面から見ても、 これからは、 公共交通を基軸とした

交通体系を確立しつつ、 適切な自動車交通とのバランスに配慮することが必要となります。

以上の点から、 将来的な札幌市の社会状況の変化を見据えて、 これからの公共交通のあり方に関

する施策 ・ 事業を行政評価委員会として評価対象に選定しました。

ワークショップにおける議論のテーマ選定理由

行政評価委員会における、 公共交通に関連する施策 ・ 事業についての評価過程で、 札幌市にお

いても、 少子高齢化の進展により公共交通、 とりわけバスや市電の利用者数が減少傾向にあること

がわかりました。 これらの公共交通は、 市民みんなの足であり、 このまま利用者数の減少が続くと、

交通網の縮小等が生じる可能性があり、 市民の日常生活に影響を与えることが懸念されます。

今後も、 市民が安心 ・ 安全に暮らしていくために、 また、 札幌のまちが都市機能を維持していくた

めには、 公共交通の確保は必要であることから、 行政や交通事業者による利便性の向上に向けた取

組はもとより、 利用主体である市民の皆さんの協力が不可欠になります。

これからの持続可能な公共交通について、 その課題や目指すべき方向性について、 市民の皆さん

と共有し、 札幌市と市民の皆さんが一緒に取組を進めていくことを目指して、 『人口減少社会の到来、

少子高齢化の進展等を見据えた、 市民の足としての公共交通のあり方について』 としました。
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ワークショップの進め方 （予定）

【前半の議論のポイント】

■日常生活の中での公共交通の使われ方は、 通勤、 通学、 通院、 買い物、

飲食、 娯楽など目的によっても違うし、 居住地や年齢などの属性によって

も違うと考えられます。 利用者の属性や居住地から目的地までをいろいろ

想定した場合、 公共交通を利用する上での課題としてどのようなことが考え

られるでしょうか？利用される市民目線で、 課題を出して下さい。

【後半の議論のポイント】

■札幌市では、 公共交通の利用促進のために、 ノンステップバスや路面電

車低床車両の導入、 「さっぽろえきバスナビ」 などの公共交通の利用支援

情報の提供、IC カードの導入による利便性向上などの取組を行っています。

バスや市電の利用者数が減少しているという状況にある中で、 前半の議論

を踏まえて、 より効果的な利用促進のためにどのような取組 ・ 働きかけをし

たら良いと考えますか？
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第 1 編 基本的な考え方 

4－2 各交通モードの基本的な考え方 

札幌市内の地下鉄 ・ 路面電車 ・ＪＲ網

札幌市内
地下鉄　　４９駅　　４８.０km
路面電車　２３停留場　８.５km
ＪＲ　　　２６駅　　５０.６km

公共交通の利用人員の推移

・自動車保有台数は、これまで人口を上回るペースで増加してきました。
・公共交通の利用者数は減少傾向にあります。

＜地下鉄等の整備経緯＞
南北線（北 24 条～真駒内）・・・・・・・・・・（昭和 46 年）
東西線（琴似～白石）・・・・・・・・・・・・ （昭和 51 年）
南北線（北 24 条～麻生）・・・・・・・・・・・（昭和 53 年）
東西線（白石～新さっぽろ）・・・・・・・・・・（昭和 57 年）
東豊線（栄町～豊水すすきの）・・・・・・・・ （昭和 63 年）
JR 函館本線（琴似～札幌）高架化・・・・・・・（昭和 63 年）
東豊線（豊水すすきの～福住）・・・・・・・・ ・（平成 6年）
JR 札沼線（八軒～新川）高架化・・・・・・・・・（平成 8年）
東西線（琴似～宮の沢）・・・・・・・・・・・・（平成 11 年）
JR 札沼線（新琴似～あいの里教育大）複線化・ （平成 12 年）
JR 札沼線（新川～新琴似）複線高架化・・・・・（平成 12 年）

第 1 編 基本的な考え方 
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宮の沢 地 下 鉄 東 豊 線
栄 町－豊水すすきの （8.1㎞）

建設年度 昭和58～63年度

地 下 鉄 東 西 線
宮の沢－琴 似 （2.8㎞）
建設年度 平成6～10年度

地 下 鉄 東 西 線

地 下 鉄 南 北 線
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・地下鉄の利用者数は横ばいで推移しています。
・ＪＲは高架化・中間駅の設置・複線化に伴い利用者を伸ばし、近年も増加傾向にあります。
・路線バス、路面電車は、利用者数が減少傾向です。　
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＜札幌市内　人口・公共交通利用者数・自動車保有台数＞

＜札幌市内　機関別日平均乗車人員＞

2

ＪＲ

バス

地下鉄

路面電車
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面での課題」や、「経済性・安全性の課題」も認識しています。（図 2-28 参照） 
しかしながら、高齢者や女性の免許保有率の上昇や、自動車保有台数の増加を背景に、気

軽に自動車を利用する傾向が高まっているのも現状です。（図 2-65 参照） 
そういった中、環境に優しく持続可能な都市を支える交通環境の実現のためには、交通混

雑の緩和や交通事故の減少、交通公害の防止など我々が生活する上での都市環境問題の改善

を図っていくとともに、一年を通じて安全・円滑で輸送効率やエネルギー効率が高い公共交

通の利用を高めていくことが一層求められています。 

4-2-1 鉄軌道（地下鉄・鉄道） 

(1) 地下鉄 

札幌の地下鉄は、政令指定都市移行を目前に控えた昭和 46 年 12 月に南北線「北 24 条－

真駒内」間 12.1km の営業を開始しました。 

全国では、東京、大阪、名古屋に次ぎ 4 番目であり、その後、急激な人口増加に伴う輸送

需要の増加と幹線道路の渋滞に対応するため、南北線、東西線、東豊線合わせて 48km の整

備を完了し、積雪寒冷の気象条件に左右されず、一度に多くの人を運ぶことができ、かつ、

エネルギー効率にも優れた輸送機関として、札幌の公共交通機関の主役を担っています。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：札幌市統計資料    

図 4-1 地下鉄の路線別利用者の推移（1 日平均の乗車人員） 

①南北線(真駒内－北24条)開業 
②東西線(琴似－白石)開業 
③南北線(北24条－麻生)開業 
④東西線(白石－新札幌)開業 
⑤東豊線(栄町－豊水すすきの)開業 
⑥東豊線(豊水すすきの－福住)開業 
⑦東西線(琴似－宮の沢)開業 

1
8
0 1
9
6

2
3
1

2
7
0 2
9
7

4
1
6 4
3
0

4
6
4 4
8
3

4
9
5

5
0
3

5
4
7

5
4
2

5
4
8

5
4
6

5
5
0

5
5
1 5
6
9 5
8
9

5
9
6 6
1
1

6
0
1

5
9
2 6
1
4

6
0
1

5
7
5

5
6
5

5
6
7

5
6
6

5
6
3

5
6
4

5
5
7

5
6
0

5
6
9

5
7
4

5
7
3

5
7
2

5
6
1

5
6
2

6
2
6

0

100

200

300

400

500

600

700

S
4
6

S
4
7

S
4
8

S
4
9

S
5
0

S
5
1

S
5
2

S
5
3

S
5
4

S
5
5

S
5
6

S
5
7

S
5
8

S
5
9

S
6
0

S
6
1

S
6
2

S
6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

年度

千人／日

南北線

東西線

東豊線

合計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

＜自動車移動の所要時間分布の推移＞

自動車への依存

・短距離（移動所要時間：10分以内）での自動車移動が増加しています。
・私用目的での自動車利用が増えています。

＜札幌市内の目的別発生集中量の推移（単位：千トリップエンド）＞

(13.6%)(44.3%)(27.9%)

(1.3%)

(12.9%)

(14.5%)

(1.4%)

(35.4%) (27.6%) (21.2%)

(   ) 内は構成比を示す

(14.0%)

(1.1%)

(33.2%) (19.5%) (32.2%)

環境負荷の増加

・運輸部門のCO2 排出割合が札幌市内の総排出量の 4分の 1程度を占めています。
・そのうちの６割が自家用乗用車からのCO2 排出です。

発生集中量：あるゾーンを起点とする移動とあるゾーンへ終点する移動の総和

資料：道央都市圏パーソントリップ調査

地下鉄

・札幌の地下鉄は、全国では、東京、大阪、名古屋に次ぎ 4 番目に営業を開始しました。
積雪寒冷の気象条件に左右されず、一度に多くの人を運ぶことができ、かつ、エネ
ルギー効率にも優れた輸送機関として、札幌の公共交通機関の主役を担っています。
・今後、超高齢社会に向かう中、誰もが安心して利用できる地下鉄の実現を図るため、
利用者にとって「安全で優しい施設」をコンセプトに、
駅舎の階段部分のノンスリップ整備や手すり改修等、
地下鉄施設の整備を進めるとともに、ホームでの転落
事故や列車との接触事故を防ぐため、全線にホーム柵
を設置する取組を順次進めています。
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現在は、誰もが利用しやすい環境を目指し、駅舎へ

のエレベーター設置や身障者トイレのオストメイト
9

対応化などのバリアフリー化を進めるとともに、ホー

ムでの転落事故や列車との接触事故を防ぐため、全線

にホーム柵を設置する取り組みを順次進めています。 

料金制度では、全国に先駆けて昭和 48 年に市営バス、

路面電車との乗継割引制度をスタートさせ、昭和 57 年

からは市内民間バス事業者との間でも実施しています。 

さらに、平成 4 年には磁気カードシステム「ウィズユ

ーカード」、民間バス事業者とのカードの共通化や昼間

割引カード、休日 1 日乗車券「ドニチカキップ」などが

発売され、サービス向上に努めてきたところです。また、

平成 21 年には IC カード「SAPICA」が導入され、利用 

                                                  
9
直腸がんや膀胱がんなどにより臓器に機能障害を負い、腹部に人工的な排泄孔（ストーマ）を持つ人のこと。

人工肛門保有者、人工膀胱保有者ともいう。 

図 4-2 DID地区の拡大と地下鉄整備状況 

IC カード（SAPICA） 

地下鉄ホーム柵 

真駒内

新さっぽろ

福 住

地 下 鉄 東 豊 線
豊水すすきの－福 住 （5.5㎞）

建設年度 平成元～6年度

建設年度 昭和48～51年度

地 下 鉄 南 北 線
真駒内－北２４条 （12.1㎞）
建設年度 昭和43～46年度

～骨格となる地下鉄整備～
（営業キロ：４８ｋｍ）

・料金制度では、全国に先駆けて昭和 48 年に市営バス、路面電車との乗継割引制度をス
タートさせました。
・平成 4 年には「ウィズユーカード」、昼間割引カード、休日 1 日乗車券「ドニチカキップ」
などを発売、また、平成 21 年には IC カード「SAPICA」を導入するなど、利便性向上
や利用促進の取組を進めています。
・地下鉄利用者数は、平成 7 年度をピークに減少、横ばい傾向となっており、市民ひとり
ひとりに積極的に利用してもらえるよう、さらなる利便性向上や利用促進の取組を進め
ていくことが必要です。

資料：札幌市統計資料

＜地下鉄の路線別利用者の推移（一日平均の乗車人員）＞
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バス

・市内のバス路線はすべて民間バス事業者が運行しています。
・市街地のほとんどがバス路線でカバーされており、ほぼすべての場所に公共交通を使って移
動できます。
・近年、乗車人員の減少に応じて走行キロも減少しており、需要に見合った運行水準へと適正
化が図られていますが、バス事業の経営環境は依然として厳しい状況にあります。

 

 

< 札幌市の公共交通勢力圏 >

<市内完結系統の収支状況 >

<市内バスの走行キロと乗車人員の推移＞

路面電車

・路線のループ化による、路面電車の利便性の向上により、沿線や都心へのアクセス性
が図られるほか、既設沿線の各種施設の集客力が高まると考えています。
・札幌のシンボルストリートである駅前通でのループ化とデザイン性の高い施設等によ
り、多くの人をひきつける魅力的な都市空間をつくり、地域のイベントとも積極的に
連携することで、賑わいあふれる都心の新たな魅力の創出に貢献します。
・平成 27 年春のループ化実現に併せて、「新型低床車両の導入」、「既設線の機能向上」
など、路面電車の交通機関としての魅力向上にも取り組んでいます。

< 利用人員と沿線人口の推移＞

（０％） （25％） （50％） （75％） （100％）
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第 1 編 基本的な考え方 

(5) 路面電車の状況 

◇利用者の減少は続くものの、地域に必要な交通機関となっており、今後のまちづく

りへの活用が期待されている。 

・ 路面電車は近年、利用者数が減少傾向にあるものの、1 日平均 2 万人が利用し、特に朝ラッ

シュ時には一部区間（西 4 丁目－西線 16 条間）で 3 分間隔の折り返し運行を行うなど、交

通需要が大きく、地域に必要な交通機関となっています。 
・ 沿線には藻岩山やコンサートホール Kitara 等の集客施設が点在し、観光客等にとっても重

要な足となっています。 
・ 高齢者をはじめとした日中の利用も多いものの、施設や車両の老朽化が進んでおり、バリア

フリーに対応していない状況となっています。 
・ 現在、路面電車は国内外で人や環境に優しい特性等が見直され、交通機関としてだけではな

い、将来を見据えたまちづくりへの活用が期待されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：札幌市路面電車活用方針（2010 年（平成 22 年））、札幌市統計資料 
図 2-60 利用人員と沿線人口の推移 

 

5
2
,1

3
7

4
1
,8

9
7

3
7
,0

8
4

3
5
,0

8
2

3
4
,7

6
9

3
3
,5

3
4

3
2
,5

3
4

3
1
,4

2
8

3
0
,0

1
6

2
9
,4

7
1

2
8
,3

9
9

2
8
,0

0
0

2
7
,5

9
6

2
7
,2

3
1

2
5
,7

9
5

2
5
,4

9
7

2
6
,4

1
3

2
5
,9

0
3

2
5
,4

7
1

2
4
,8

0
2

2
5
,5

5
8

2
4
,8

0
8

2
4
,1

7
5

2
3
,8

5
3

2
3
,2

1
8

2
3
,0

0
1

2
2
,9

4
0

2
1
,3

8
2

2
0
,3

3
1

2
0
,2

2
7

2
1
,4

3
8

2
1
,2

7
9

2
0
,8

0
3

2
0
,6

8
3

2
0
,0

9
3

2
0
,0

7
4

1 24128
131133

137
140

143
146

149
152154

157159
162165

167169171

173
174176177179180181182183185

186187188189189190190190176174173171

169
168168170

173174175176
179

183

187
191

194198
202

205
208

213

88 86 87 87 85 84 84 85 86 85 85 86 87 89 90 91 92 92 93 93 94 95

0 

10,000 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

60,000 

70,000 

80,000 

90,000 

100,000 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

220

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

路
面

電
車

日
平

均
利

用
者

数
（
人

/
日

）

札
幌

市
人

口
（
万

人
）：

中
央

区
人

口
（千

人
）：

沿
線

人
口

（千
人

）

年 度

路面電車日平均利用者数(人/日) 札幌市人口(万人)

中央区人口(千人) 路面電車沿線人口(千人)

昭
和
50

平
成
７

平
成
12

平
成
22

（
年
度
）

昭
和
55

昭
和
60

平
成
２

平
成
17

44

路
面
電
車
日
平
均
利
用
者
数
（
人
/日
）

札
幌
市
人
口
（
万
人
）：
中
央
区
人
口
（
千
人
）：
沿
線
人
口
（
千
人
）

平成25年度　札幌市行政評価　市民参加ワークショップ



運転開始後 50 年以上を経過した老朽車両の更新にあわせ、新型低
床車両をループ化の実現までに３両導入します。バリアフリー対応
で、既設の停留場との段差は大幅に狭まり、定員は現在の車両より
も２割程度増加します。
高齢者をはじめ多くの利用者にとって利便性が向上し、冷房機設置
等の機能性の充実により、快適性が向上します。また、デザイン性にすぐれた車両により都心の
風景に新たな魅力をつくり出します。

利便性の向上や利用促進の取組

新型低床車両

ＩＣカード

さっぽろえきバスナビ

ノンステップバス

パークアンドライド駐車場

自動車から公共交通への利用転換（モビリティ・マネジメント）の促進

パソコンや携帯電話から札幌市内周辺の主な公共交通機関の乗り継
ぎ経路、時刻表、料金等が検索できる web サービス。平成 15 年
8 月に運用を開始し、16 年 9 月にはコールセンターでの対応を始
めました。23年 11月にはスマートフォン対応を開始しました。

ノンステップバスの導入を促進するため、バス事業者に対して、経費の一部を補助しています。
札幌市内を運行するノンステップバス 121台（導入率 19.6％）※平成 25年 3月末現在
24年度補助台数　6台

パークアンドライド駐車場は、都心に向かう道路の混雑緩和と、公共交通機関の利用促進を目的
に、自動車から地下鉄等への乗継施設として郊外駅周辺に確保するものです。札幌市では、利用
されていない市有地や民間商業施設の駐車場の活用等により、地下鉄・ＪＲ16 駅に、29 箇所
3,006 台（平成 24 年 10 月現在）のパークアンドライド駐車場を確保しています。

市民の皆さんが「過度に自動車に頼る状態」から、「公共交通や徒歩などを含めた多様な交通手
段を適度に（＝かしこく）利用する状態」へ少しずつ変えていく取組を平成 23 年度より地域や
学校で行っています。23年度は 2校、24年度は 4校の小学校で授業を実施しました。

社会経済情勢の変化と札幌

人口の将来見通し

札幌市の人口は、これまで一貫して増加傾向にありましたが、平成 27 年前後をピークに
減少傾向に転じることが予測されており、同年からの 10 年間で見ると、193 万７千人
から 191 万１千人へと 1.3％減少する見込みです。
また、平均寿命の延びや出生率の低下により、少子高齢化が急速に進行し、高齢化率は、
平成 27 年からの 10 年間で 25.1％から 30.5％へと上昇する見込みです。

地下鉄への SAPICA 導入は、現在使用している機器の更新サイクルにあわせることで、費用を極
力抑えるよう計画的に導入を進めてきました。平成 21 年１月、地下鉄に導入し、平成 23 年３
月に電子マネーサービス開始、平成 25年６月にはバス・路面電車にも導入されました（定期券サー
ビスを除く）。今後の予定としては平成 26 年２月にバス・路面電車で定期券サービス、平成 26
年度中に図書館貸出券サービスを開始し、市民にとってさらに利便性の高いカードをめざします。

< 札幌市の人口の将来見通し＞
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